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 ◇ 要望「信頼に支えられた医療の実現−医療を崩壊させないために−」
　　の公表 （ご報告）
 ◇ 提言「安定持続的なユビキタス時空間情報社会基盤の構築に向けて」
　　の公表 （ご報告）
 ◇ 「大学教育の分野別質保証の在り方検討委員会」設置のお知らせ
  
　要望「信頼に支えられた医療の実現−医療を崩壊させないために−」
　の公表 （ご報告） 
　日本学術会議は、かねて日本の医療が抱える深刻な構造問題について検
討を重ねてきましたが、このたび、医療に関係する諸団体の個別の立場を
超えた、学術的で中立的な見地から、医療崩壊という絶対に避けるべき事
態を回避するために必要な対策を、政府に対する要望として取りまとめま
した。
　○要望「信頼に支えられた医療の実現−医療を崩壊させないために−」
　　（平成20年６月26日　日本学術会議）
　要望全文及び本件に関する会長コメントは、日本学術会議ＨＰの以下の
ＵＲＬで御覧いただけます。
　＜要望全文＞
　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-20-y3.pdf
　＜会長コメント＞
　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/comment/080626.html
　【お問い合わせ先】
　　日本学術会議事務局参事官（審議第一担当）付
　　Tel：03-3403-6289　Fax：03-3403-1640　E-mail：s248@scj.go.jp

　提言「安定持続的なユビキタス時空間情報社会基盤の構築にむけて」の
公表 （ご報告） 
　６月26日第58回幹事会において、情報学委員会ユビキタス空間情報社会
基盤分科会提出の提言「安定持続的なユビキタス時空間情報社会基盤の構
築にむけて」が承認され、本日公表いたしました。
　日本社会が直面する「安全・安心」「資源・エネルギー・環境」などの
重要課題を克服するためには、実世界を構成するリアルな人・モノ・事象
が、空間的、時間的に、絶えず発生しつづける膨大なデータや情報・知識
を関連づけ、統合的に検索・高度利用できるオープンでユビキタスなイン
フラが必要であり、以下の３つの提言をしました。
　
(1)複数の識別体系、時空間参照系の連携を可能とする基盤の実現
(2)場所定義とその識別子を明示的に付与することを推進する法体系の整備
(3)時空間情報を利用する情報検索基盤技術の開発と実装の促進
　　　提言全文は、日本学術会議ＨＰの以下のＵＲＬで御覧いただけます。
　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-20-a58-1.pdf
　【お問い合わせ先】 
　　日本学術会議情報学委員会ユビキタス空間情報社会基盤分科会　
　　委員長　坂村　健（東京大学大学院情報学環・学際情報学府）
　　Tel：03-5437-2260

  「大学教育の分野別質保証の在り方検討委員会」設置のお知らせ

　日本学術会議は、文部科学省から日本学術会議会長あての「大学教育の
分野別質保証の在り方に関する審議について」と題する審議依頼を受け、
学位の水準の維持・向上など大学教育の分野別質保証の在り方について審
議するため、課題別委員会として、「大学教育の分野別質保証の在り方検
討委員会」を設置することを、平成20年６月26日の第58回幹事会において
決定しました。　委員会の詳細は、日本学術会議ＨＰの以下のＵＲＬで御覧いただけます。
　http://www.scj.go.jp/ja/info/iinkai/daigaku/index.html　【お問い合わせ先】
　　日本学術会議事務局参事官（審議第一担当）付
　　Tel：03-3403-6289　Fax：03-3403-1640　E-mail：s248@scj.go.jp

　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2008-06.html

　  日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術
  誌等への転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多く
  の方にお読みいただけるようにお取り計らいください。
　  また、メールアドレスの変更等がありましたら、事務局
 （p228@scj.go.jp）まで御一報いただければ幸いです。
　発行：日本学術会議事務局　http://www.scj.go.jp/
  　　　　〒106-8555  東京都港区六本木7-22-34　
